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等々力緑地

　
本
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
上
げ
た
用
語
の
横
に
線
（
＊ 　
）

を
付
け
て
い
ま
す
。

　
◆
認
定
こ
ど
も
園
（
二
面
）

　

幼
児
の
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設
で
、

認
可
幼
稚
園
と
認
可
保
育
所
が
一
体
的
に
設
置
さ

れ
た
幼
保
連
携
型
、
認
可
幼
稚
園
が
保
育
所
的
な

機
能
を
備
え
た
幼
稚
園
型
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
◆
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
二
面
）

　

主
に
認
知
症
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
「
通
い
」

を
中
心
に
「
訪
問
」「
泊
ま
り
」
の
三
つ
の
サ
ー

ビ
ス
形
態
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
密
着
型
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
◆
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
二
面
・
七
面
）

　

目
標
達
成
に
向
け
、
意
欲
を
引
き
出
す
た
め
に

外
部
か
ら
与
え
る
報
酬
な
ど
の
刺
激
の
こ
と
で
す
。

　
◆
Ｗ
Ｔ
Ｏ
政
府
調
達
協
定
（
三
面
・
六
面
）

　

政
府
や
自
治
体
な
ど
が
行
う
物
品
購
入
や
特
定

の
サ
ー
ビ
ス
、
工
事
な
ど
の
調
達
に
関
す
る
国
際

的
な
ル
ー
ル
で
、
基
準
額
を
超
え
た
調
達
を
行
う

と
き
に
は
一
般
競
争
に
よ
る
入
札
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
◆
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
三
面
）

　

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を
施
設
に
隔
離
せ
ず
、

地
域
で
共
に
暮
ら
し
共
に
生
き
る
社
会
が
正
常
な

あ
り
方
だ
と
す
る
考
え
方
の
こ
と
で
す
。

　公開の原則とは？（その１）
　議会は市民の代表機関であり、地方自治法で「議会の会議は、これを公開す
る」と定められています。
　
○傍聴の自由　誰でも自由に傍聴することができます。ただし、会議の円滑な

運営を図るための制限事項があります。
　
○報道の自由　公開を実質的に保障するため、傍聴席とは別に記者席を設け、

写真などの撮影を許可しています。
　
注：ここでいう会議は本会議を指し、常任委員会や特別委員会は含まれていま
せんが、常任委員会などは委員長の許可を得て傍聴することができます。

　
◇その２は第83号（22年５月１日発行予定）に掲載します◇
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政
権
交
代
の
影
響

　
　
　
政
府
の
行
政
刷
新
会
議
で
事
業
の
無
駄

の
有
無
を
判
断
す
る
「
事
業
仕
分
け
」
が
行
わ

れ
た
が
市
長
の
感
想
は
。ま
た
市
へ
の
影
響
は
。

　
　
　

国
民
的
な
観
点
か
ら
国
の
行
政
の
あ
り

方
を
見
直
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
国
の
歳

出
削
減
を
目
的
と
し
た
地
方
交
付
税
の
見
直
し

や
財
源
措
置
を
伴
わ
な
い
事
業
の
地
方
移
管
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
本
市
の
提
案

で
「
事
業
仕
分
け
に
関
す
る
指
定
都
市
市
長
会

緊
急
意
見
」
を
二
十
一
年
十
一
月
に
発
表
し
、

地
方
に
事
業
を
移
管
す
る
際
の
財
源
措
置
や
地

方
交
付
税
総
額
の
確
保
な
ど
を
要
請
し
た
。
市

へ
の
影
響
は
不
透
明
だ
が
、
一
方
的
に
地
方
が

負
担
を
強
い
ら
れ
な
い
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

　
幸
区
役
所
の
再
整
備

　
　
　
区
役
所
機
能
の
一
層
の
強
化
を
図
る
と

の
こ
と
だ
が
、
幸
区
役
所
庁
舎
整
備
基
本
方
針

素
案
の
概
要
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

素
案
で
は
、
新
庁
舎
は
現
区
役
所
ゾ
ー

ン
敷
地
内
に
単
独
の
庁
舎
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
「
区
民
に
親
し
ま
れ
快
適
で
利
用
し
や

す
い
区
役
所
づ
く
り
」
な
ど
五
つ
の
柱
を
掲
げ

機
能
や
整
備
の
あ
り
方
を
ま
と
め
た
。
二
十
一

年
度
内
に
基
本
方
針
の
策
定
に
取
り
組
み
、
二

十
二
年
度
に
基
本
計
画
の
策
定
、
二
十
四
年
度

に
着
工
、
二
十
六
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指

し
、
区
民
参
加
に
よ
り
整
備
を
進
め
た
い
。

　（
財
）か
な
が
わ
廃
棄
物
処
理
事
業
団

　
　
　
市
が
県
・
横
浜
市
と
共
に
設
立
し
た
事

業
団
を
二
十
二
年
三
月
で
解
散
す
る
と
の
方
針

が
出
さ
れ
た
が
、
市
の
総
括
は
。
事
業
団
の
債

務
三
十
四
億
五
千
万
円
強
を
三
公
共
団
体
が
損

失
補
償
し
て
い
る
が
負
担
割
合
は
。

　
　
　

産
業
廃
棄
物
の
資
源
化
処
理
の
進
展
や

民
間
の
大
規
模
処
理
施
設
の
進
出
な
ど
に
よ
り

収
益
が
悪
化
し
て
事
業
の
継
続
が
困
難
と
な
っ

た
が
、
民
間
処
理
施
設
の
設
置
促
進
の
モ
デ
ル

と
し
て
一
定
の
役
割
は
果
た
し
た
と
考
え
る
。

損
失
補
償
の
負
担
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一

で
あ
り
、
県
・
横
浜
市
と
協
議
し
て
対
応
す
る
。

　
等
々
力
緑
地
再
編
整
備

　
　
　
等
々
力
緑
地
再
編
整
備
基
本
構
想（
案
）

で
は
多
摩
川
と
接
す
る
区
域
を
基
本
構
想
区
域

か
ら
除
い
て
い
る
が
、
多
摩
川
と
の
一
体
性
を

考
慮
し
た
公
園
整
備
を
進
め
る
と
し
た
こ
れ
ま

で
の
方
針
と
の
整
合
性
は
。

　
　
　

多
摩
川
と
接
す
る
区
域
は
多
摩
川
と
の

一
体
的
な
整
備
や
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る
上
で

重
要
な
区
域
で
あ
る
が
、
住
宅
や
企
業
・
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
が
立
地
し
公
園
と
し
て
整

備
す
る
に
は
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
構

想（
案
）で
は
「
事
業
化
と
区
域
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
エ
リ
ア
」
と
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
整
備
促
進
プ
ラ
ン

　
　
　
プ
ラ
ン
に
は
公
有
地
の
活
用
に
よ
る
整

備
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
他
の
事
業
を
実

施
す
れ
ば
収
益
が
見
込
め
る
公
有
地
を
事
業
者

に
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
に
は
慎
重
さ
が
求
め

ら
れ
る
。
見
解
は
。

　
　
　

普
通
財
産
を
無
償
ま
た
は
時
価
よ
り
も

安
い
価
額
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

を
財
産
条
例
に
よ
っ
て
規
定
し
て
い
る
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
は
目
的
、事
業
主
体
、

事
業
の
公
益
性
の
度
合
い
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
同
条
例
に
規
定
す
る
「
事
務
又
は
事
業

の
遂
行
上
そ
の
他
公
益
上
特
に
必
要
が
あ
る
と

き
」
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
公
有
地
を
無
償
で

貸
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
京
急
大
師
線
連
続
立
体
交
差
事
業

　
　
　
工
事
の
遅
れ
に
よ
る
実
施
工
程
の
見
直

し
は
。
ま
た
追
加
工
事
や
工
法
変
更
な
ど
に
よ

り
約
百
億
円
の
事
業
費
増
が
発
生
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
当
初
の
計
画
が
甘
す
ぎ
る
の
で
は
。

　
　
　

東
門
前
駅
か
ら
小
島
新
田
駅
間
の
段
階

的
整
備
区
間
で
、
産
業
道
路
の
立
体
交
差
化
は

二
十
五
年
度
、
区
間
全
体
の
完
成
は
二
十
六
年

度
を
予
定
す
る
。
事
業
費
の
変
更
は
、
想
定
よ

り
軟
弱
地
盤
だ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
施
工
方

法
の
変
更
の
ほ
か
、
鋼
材
価
格
の
上
昇
な
ど
平

成
九
年
の
施
行
協
定
締
結
時
に
は
予
見
不
可
能

な
事
項
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
、
事
業
費
圧
縮

に
向
け
検
討
し
た
が
増
額
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
水
道
事
業
・
工
業
用
水
道
事
業
と

　
下
水
道
事
業
の
組
織
統
合

　
　
　
組
織
の
統
合
に
よ
る
効
果
は
。

　
　
　

内
部
的
に
は
管
理
・
営
業
部
門
の
共
有

化
に
よ
り
効
率
的
な
体
制
を
確
立
で
き
、
技
術

部
門
も
機
能
別
に
再
編
す
る
方
向
で
今
後
検
討

し
た
い
。
市
民
向
け
に
は
夜
間
・
休
日
の
緊
急

窓
口
や
お
客
様
窓
口
の
一
元
化
に
取
り
組
む
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
入
札

　
　
　
市
立
学
校
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

テ
レ
ビ
の
入
札
で
、
市
内
業
者
が
受
注
で
き
な

か
っ
た
理
由
は
。

　
　
　

本
件
は
総
額
約
十
五
億
円
、
総
数
約
五

千
台
の
財
産
の
取
得
と
な
り
Ｗ
Ｔ
Ｏ
政
府
調
達

協
定
に
該
当
す
る
調
達
契
約
で
あ
る
た
め
、
国

内
外
の
企
業
が
等
し
く
参
加
で
き
る
条
件
で
の

一
般
競
争
入
札
と
な
っ
た
。
市
内
中
小
企
業
の

参
加
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
十
六
件
に
分
割
し

て
執
行
し
、
結
果
と
し
て
市
内
中
小
企
業
六
社

の
入
札
参
加
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
、
適
正
な

手
続
き
に
よ
っ
て
落
札
業
者
が
決
定
し
た
。

　
市
営
住
宅
の
建
物
明
渡
請
求
の
訴
え

　
　
　
初
め
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
が
、
訴
訟

に
至
っ
た
経
緯
と
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　

家
賃
滞
納
者
に
は
繰
り
返
し
督
促
や
指

導
を
行
っ
た
が
、
な
お
も
履
行
せ
ず
信
頼
関
係

が
維
持
で
き
な
い
入
居
者
に
対
し
、
滞
納
金
額

な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
明
渡
請
求
が
必
要

と
判
断
し
た
。
二
十
一
年
七
月
に
明
渡
請
求
書

を
送
付
し
、
今
回
の
十
五
人
は
期
限
ま
で
に
退

去
し
な
か
っ
た
た
め
訴
え
を
提
起
す
る
も
の
で

あ
る
。
家
賃
を
払
っ
て
い
る
方
と
の
公
平
性
や

入
居
希
望
者
が
多
い
状
況
も
あ
り
、
今
後
も
法

的
措
置
を
念
頭
に
厳
格
に
対
応
し
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、
新
中

原
図
書
館
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
施
設
の
管
理
運
営

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
関
す
る
事
務
を
教

育
委
員
会
か
ら
市
長
事
務
部
局
に
移
管
す
る
こ

と
で
行
政
に
都
合
の
い
い
価
値
観
が
社
会
教
育

施
設
な
ど
の
事
業
に
持
ち
込
ま
れ
、
社
会
教
育

の
自
由
・
自
主
性
が
奪
わ
れ
る
の
で
な
い
か
懸

念
す
る
声
が
あ
る
。
市
民
館
の
機
構
改
革
に
よ

り
市
民
の
学
習
権
の
保
障
と
い
う
社
会
教
育
の

理
念
が
薄
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

二
十
二
年
度
か
ら
市
民
館
の
維
持
管
理

や
使
用
許
可
な
ど
の
業
務
を
区
長
に
事
務
委
任

し
、
生
涯
学
習
な
ど
に
関
す
る
業
務
は
教
育
委

員
会
の
権
限
と
責
任
の
下
、
区
長
に
補
助
執
行

さ
せ
る
。
市
民
が
抱
え
る
今
日
的
課
題
に
社
会

教
育
が
対
応
し
て
い
く
に
は
、
地
域
の
関
係
諸

機
関
と
の
連
携
強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域

の
課
題
を
発
見
、
解
決
で
き
る
市
民
協
働
拠
点

と
し
て
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
区
役
所
と

市
民
館
が
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
で
、
分

権
型
社
会
に
お
け
る
市
民
の
活
動
を
支
え
、
地

域
社
会
の
活
性
化
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
る
。

　
保
育
所
の
最
低
基
準

　
　
　
厚
生
労
働
省
が
大
都
市
に
限
っ
て
保
育

室
の
面
積
基
準
を
緩
和
す
る
方
針
を
ま
と
め
た

の
に
対
し
、
保
育
環
境
の
悪
化
を
懸
念
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
る
。
最
低
基
準
は
子
ど
も
の
生

活
や
発
達
を
保
障
す
る
最
低
限
の
水
準
で
あ
り

規
制
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。
最
低

基
準
緩
和
に
よ
る
詰
め
込
み
で
待
機
児
童
を
解

消
す
る
の
で
は
な
く
、
最
低
基
準
を
満
た
し
た

保
育
所
の
増
設
こ
そ
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

保
育
所
の
設
備
と
運
営
の
基
準
は
、
児

童
福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
き
国
の
省
令
で
最
低

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
保
育
所

が
入
所
児
童
の
福
祉
を
確
実
に
保
障
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
基
準

を
保
持
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考
え
る
。
保

育
所
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
の
適
正
な

生
活
環
境
を
確
保
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
障
害
者
支
援
施
策

　
　
　
市
長
は
障
害
者
団
体
か
ら
の
公
開
質
問

状
に
対
し
施
策
の
発
展
を
示
唆
す
る
回
答
を
行

っ
た
が
、
福
祉
事
業
所
へ
の
補
助
、
移
動
支
援

制
度
の
改
善
、
心
身
障
害
者
手
当
の
継
続
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

　
　
　

障
害
者
が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
で
き

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た

総
合
的
な
施
策
の
検
討
を
市
障
害
者
施
策
推
進

協
議
会
に
依
頼
し
、
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る

国
の
動
向
も
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
く
。

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
整
備
促
進
プ
ラ
ン

　
　
　
プ
ラ
ン
で
は
公
有
地
の
有
効
活
用
に
よ

り
二
十
五
年
度
ま
で
に
千
二
百
二
十
五
床
の
目

標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
整
備
の
目
途
は
立
っ
て

い
る
の
か
。
二
十
一
年
十
月
時
点
で
待
機
者
は

五
千
三
百
十
一
人
で
あ
る
が
、
民
有
地
活
用
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
、
計
画
数
を
上
乗
せ
し
て

受
け
入
れ
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

二
十
一
年
度
百
二
十
床
、
二
十
二
年
度

三
百
十
六
床
、
二
十
三
年
度
三
百
三
十
三
床
の

開
所
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
麻
生
区
虹
ヶ
丘

地
区
、
河
原
町
小
学
校
跡
地
と
白
山
中
学
校
跡

地
で
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
二
十
二
年

度
に
実
施
す
る
高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
プ
ラ
ン
の
検
証
を
行
っ
て
い
く
。

　
年
末
年
始
の
雇
用
対
策

　
　
　
深
刻
な
雇
用
実
態
が
広
が
っ
て
お
り
、

就
労
支
援
や
生
活
資
金
の
貸
し
付
け
、
住
居
の

あ
っ
せ
ん
な
ど
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き

る
臨
時
窓
口
を
各
区
に
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

国
が
年
末
年
始
の
生
活
総
合
相
談
を
検

討
中
で
あ
り
、
市
が
例
年
実
施
し
て
い
る
ホ
ー

ム
レ
ス
の
方
に
対
す
る
越
年
対
策
事
業
な
ど
を

含
め
て
調
整
し
て
い
く
。

　
生
活
コ
ア
商
業
活
性
化
支
援
事
業

　
　
　
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
改
正
点
が
示
さ

れ
た
が
、
審
査
会
の
評
価
で
支
援
に
差
を
付
け

る
ふ
る
い
分
け
は
商
店
街
の
意
欲
を
そ
ぐ
結
果

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
申
請
書
類

の
早
期
提
出
が
重
荷
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
内
容
を
評
価
し

支
援
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
で
、
商
業
者
の
発

意
と
創
意
工
夫
を
促
し
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
書
類
の
提
出
時
期
に

つ
い
て
は
説
明
会
や
商
店
街
へ
の
個
別
訪
問
を

実
施
し
、
円
滑
な
準
備
を
促
進
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
滞
納

債
権
対
策
、
子
育
て
支
援
策
、
就
学
援
助
制
度

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

用
語
の
解
説


